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の公立病院を対象に郵送調査を行った。韓国 ・朝鮮籍を除く外国人登録者数が、平成12年 度末に1万 人以上
の19都 府県の300床 以上の公立病院(n=157)に 自記式質問紙を郵送した。看護部長に外国人患者のための
病院の取 り組み等について、主任 レベルの看護師(1病 院につき2名)に 実際のケアに関すること等 につい
て尋ねた。回収率は看護部長が61.1%、 主任 ・副看護師長が61.8%で あった。看護部長の報告によると、95%
の病院で外国人患者の利用が見 られた。外国人患者のためのサービスとして、通訳の依頼、NGO・ ボランテ















も増加 して いると思われる。言語 ・風習の違いが
あ り、医療施設で も多 くの問題に遭遇すると思わ
れる。しか し、外国人患者の実態調査は、文献検
索では千葉市にお ける病院や診療所210施 設 の
調査(島 ら、1999)が1件 抽出されただけで あ
る。この調査では、89%の 施設が過去1年 間に外





師が直面す る具体 的な問題 につ いての調査 も検
索されなかった。
一方 、移 民で構成 され て いる国、米 国で は
1950年 代 か ら文化の異なる医療者 と患者のケア
の問題について研究するtranscul七uralnursing
(異文化看護)が レーニ ンガーによ り提唱された
(Leininger1995)。1960年 代には独 自の学問分
野 として認め られ、コロラ ド大学の学部 ・大学院
の正式な授業 として取 り入れ られた。1974年 に
はtransculturalnursingsocietyが 設立され、異
文化看護の研究が盛んにな り、1988年 には同学





長と共 に中国、ブラジル、フィリッピンか ら来 日
する外国人は増加 の一途をた どってお り、観光 ・
ビジネス ・留学 目的で来 日する外国人の数 も増加
して いる。外国人患者 の医療機関利用に関す る問
題 も増加 している ことが予想 され る。しか し、外
国人のケアに関する問題の研究は、米国のように
学問領域 として確立 されていないため、調査自体
も極 めて少な く、実態把握ができて いないのが現
状である。
本研究 の目的は、外国人が多 く居住する地域
の病 院における外 国人患者の病 院の利用状況 と
看護師が外 国人にケアを提供す る際 に問題 と感
じた ことを明 らかにすることとした。
II.研 究方法
1.対 象 とな る病院の選定基準
平成12年 度末に、外国人登録者数が1万 人を
超えている19都 府県の300床 以上の地方 自治体
が設立母体 の公立病院を対象とした。ただ し、韓
国 ・朝鮮人は数世代 に渡 って 日本 に定住 して いる
者が多く、日本語の使用 ・医療施設の利用に関す
る問題は少ないと思われ、韓国朝鮮籍の者を除い
た外 国人登録者数が1万 人以上の都道府県 に限
定 した。郵送費の観点か ら対象を しぼる必要があ
り、地方 自治体立の公立病院を対象とした。地方
自治体立の病院は、外国人患者の保険未加入 問題
が比較的多 い ことが報道 されてお り問題が多 く
抽出できる ことが予想され たため調査対象 とし
た。
2.操 作上の定義
外 国人とは言語 ・容姿 ・生活様式な どか ら、日
本人 とは思われない患者 と定義 した。日本在住の
韓国朝鮮籍の人達のよ うに、国籍がその国で話 さ
れている言語や文化 ・風習を反映 しないことがあ












郵送 し、内科系 ・外科系各1病 棟の副看護師長(ま
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たは主任)に 質問紙(B)を 配布 し、同封の料金
後納の封筒で各 自投函するよう依頼 した。
4.調 査期 間
2001年9月 中旬に郵送 し、11月 末まで に回収 し
たものを分析 した。データは、SPSSVer.8.0を
使用 して統計的処理を行った。自由回答 について
はコー ド化 し分類 した。
III.結 果
1.看 護部長対象の調査
今 回調査を依頼 した17都 道府県の157病 院のう
ち、看護部長による回答は97で あ り、回収率は
61.1%で あった。ベ ッ ド数や地域 による回収率の




は不明 と報告 している。これは9割 以上の病院で
外国人患者が受診 し、少な くとも約5割 の病院は、




受診者数 <500 〉_500 合計 
(%) (%) (%) 
1-9 8.9 5.6 7.6 
10-29 16.1 11.1 14.1

、 
〉_30 48.2 52.7 50.0
人数不明 26.8 30.6 28.3
計 100.0 100.0 100.0
2)平 成12年 度の外国人入院状況
外国人患者の入院に関 しては、98%の 病院が外
国人患者 の受 け入れ実績があ り、2%は 不明 と回
答 した。46%の 病院が年間10名 以上の外国人患
者の入院を受 け入れてお り、半数近 くの病院で少
な くとも月1名 の患者が入院していた ことにな
る(表2)。
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表2:平 成12年 度のベ ッ ド数別の外国人
入院者数
ベッド数
入院者数 <500 〉_500 合計 
(%) (%) (%) 
1-9 35.6 25.0 31.6 
'15 
10-29 18.6 11.1 .8
〉	 27.1 30.5_30 36.1 
人数不明 18.7 27.8 22.1















★ポル トガル語(4)、スペイン語(3)、ハ ングル(1)な ど
a.外	国人患者のための院内研修の内容
研修 を行っている病院は少ないが、外国語研修
(7)、 サー ビスについて教える(3)、 保険や支
払いについて教える(3)、 異文化紹介(1)な ど
の研修が挙げ られた。
b.そ の他の外国人患者 のためのサー ビス
その他のサー ビスとしては、外国語 と日本語の
対応表(13)、 会話集(7)、 パンフ レット(5)、
他機 関に依頼(4)、 通訳(職 員で対応)(4)、




の輪番制、6ヶ 国語対応 の自動問診機 の設置など
のサービスがあった。
4)外 国人患者のケアに対 して より充実させたい
サー ビス
充実 したいサー ビスは、語学に関するものが多
かったが、公的相談機関 リス トも5割 の病院が充
実させたいと答えていた。また、ホームページの
利用な どIT時 代を反映 したサービスの充実 を考
えて いる病院も2割 あった(表4)。
表4:外 国人患者のケアに対 してよ り充実させた
いサービス(複 数回答)
充実させたいサービス 件数(%)
通訳に関して 48 57.8 
公的相談機 関リスト 45 54.2 
外国語対応表の作成 ・利用 44 53.0 
ホームページの利用 17 20.5 
スタッフ教育プログラム 7 8.4 
その他 13 15.7
a.通 訳に関 して充実 したいサービス
通訳 に関するサー ビスの充実は多様で、英語以
外 の通訳の充実(8)、 通訳ボ ランティアの利用
(8)、 通訳利用時間の拡大(7)、 通訳派遣の円
滑化(6)、 他機 関への依頼(1)な どが挙 げられ
















調査を依頼 した157病 院よ り、194の 回答がよ
せ られ、回収率は61.8%で あった。地域や病院の
規模 による回収率 の差 はあまりみ られなか った。
外国人患者のケアの経験があるという回答は184
(95%)で あった。
1)外 国人患者 のケアに関する学習 につ いて









学習する必要性があるもの 名 割合 
(%)
コミュニケー ション 186 95.9 
健康の捉え方 127 65.5 
宗教 '93 47.9 
その他* 35 18.0
(需詳細は付録の表1を 参照)
外 国人患者 のケアにつ いて学習す る機会 に
関 しては、194の 回答のうち、外国人患者 のケ
アについて学習す る機会が あった者は30名
(15%)で 、卒後 に学習 している者が21名
(70%)で あった(院 内12名 、院外9名)。
看護教育課程で学習した者は5名 と少なかった。
院内で は学習 に関 して積極的である と答 えた'
者は5名 であった。
2)実 際のケアの上での問題 について






で、 「医療行為 について説明しに くい。」 「理解 の
程度が把握 しに くい。」な ど、 コミュニ ケーシ ョ
ンと深 く関連する問題も多かった(表6)。 また、
3割 か ら5割 の者が、食事、面会、宗教な ど文化





ケアの際困った問題 件数 割合 
(%)
コミュニケーション 181 97.3 
医療行為 105 56.5 
食事 94 50.5 
保険 93 50.0 
文化風習 68 36.6 
面会 67 36.0 
宗教 25 13.4 
その他 44 23.7
a.コ	ミュニケー ションの問題

















題 と文化 ・風習の問題に分類 した。
c.食 事の問題
カテゴリとしては、食生活 ・嗜好の違い、宗教














患者 の問題:保 険がないため検査 ・治療を
拒んだ り、早期退院な どを希望するな ど。
e.文 化 ・風習の問題
文化的タブー、清潔に関するもの、 日本人
の患者 との関係な どのカ テゴ リが抽 出され
た。(問 題の詳細については付録の表5を 参照)
ケアに影響を与える文化 ・風習:身 体 を他
人に触れ させない文化があ り、乳房マ ッサー
ジができなかったな ど。
清潔 に関するもの:お 風 呂 ・シャワーの使
い方の違いや、入浴の頻 度な ど、清潔 に対 し
ての考え方の違いな ど。




を桐の箱 に入れて渡 したが、嫌が られるな ど。
医療者と患者の関係:ナ ースの社会的地位






が抽 出された。(問 題 とその対応の詳細について
は付録の表6を 参照)、
面会時間に関するもの(時 間外や時間が長い)'
仕事時間、家族の都合な どか ら面会 の時間
が守 られないなどや、一 日中病院にいる見舞
いの方な どの問題。
面会人の数に関す る問題:一 度 に多人数で
面会 にくる問題や、逆に、出稼 ぎな どの滞在
のため面会人がな く、精神的フォローが大変
であるな どの問題。
マナー に関する もの:香 水の香 りがきつい
な どの問題や、大声で話 をした り、携帯電話
の使用な どの問題。
g.宗 教の問題
儀 式や 宗教 的タブー といったカテゴ リに分 け








的問題が抽出された。(問 題 とその対応の詳細 に
ついては、付録 の表8を	 参照)
生理的問題:皮 膚の色の違いで、創部の発
赤、顔色な ど分か りにくいことな ど。
差別意識 ・反 日感情:反 日感情を同室者に
表 出す ることによる問題や、規則を守れず注
意すると差別 と受 け止めるな どの問題。
治療方針や治療方法の違い:日 本 と治療方
針や治療期間の異なる点な どの問題。





表7:困 った ときに相談 した相手(複 数回答)
困ったときに相談した 件数 割合
相手(%)
医師 134 80.7 
同僚 105 63.3 
上司 91 54.8 
ソー シャルワーカー 61 37.3 
事務職員 52 31.3 
行政関係者 33 19.9 
NGO関 係者 11 6.6 




外 国人 の多 い地域 にお け る本 調査 で、 ほぼ
100%の 公立病院において、外国人患者が外 来受
診 ・入院 してお り、利用 も多 いことが明 らか にな
った。回収率は6割 であるが、外 国人の多 い地域
を対象 とした調査であるため、調査 に参加 しなか
った病院 も同様な外 国人の利用状況である と思
われる。島 ら(1999)の 調査では、施設 として
の問題が報告 されていたが、本研究ではケアをす
る看 護師が直面す る問題や対処方法 を抽 出する
ことができた。
回答 した看護師ほぼ全員が外 国人患者のケア
に関 して学習の必要性 を認識 していた。 しか し、
米国 のよ うに異文化看護 の確立 されたカ リキュ
ラムがないため、教育プログラムの開発が必要で




が望ましい。日本に多 く滞在す る外国人の文化 ・
風習や、主要な宗教に関する情報のホームページ
の作成も勉強の教材 として効果的であろう。この
よ うなプロジェク トに対す る国や地方 自治体 の
支援 も、情報を広めていく上で重要である。
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通訳の登録をし、インターネ ッ トを介 して通訳 を
するなどの試みが必要であろう。医学的知識を持
った通訳 について も同様なイ ンターネ ッ トの活
用が効果的であると思われる。また、輪番性な ど
で夜 間にも対応で きる通訳体 制の構築 も必 要で
あろう。













教育 における文化 的能 力の育成 に積極 的に参画


















の医療機 関にお ける外国人の受診状況 に関す る
実 態調 査.日 本 公衆衛 生誌 第46号2番 
122-129,1999.
































































件数 問題 ・状 況
・処置 や手術 に関する説明 、入院 時オリエンテーションや退院後








患者のニーズの把握 45 ・日常的な行動の細かい部分がお互いに理解できない、日本語が困難 が少し話せても具体的なことが理解できない
・患者の想いを本当に汲み取れていたのかなど精神面へのアブ
i ローチができないといった問題
N ・スペイン語、中国語 、ポルトガル語 、ベトナム語フィリピン語 、韓






















































けが 口に合わ ないなどの食習慣 に関する問題
69
・産褥期の食習慣 として母乳の 出を良くするため、毎 日"ゆ で























































・福 祉 関 係(ソ ー シャル ワー カー




























・お風 呂・シャワー の使 い方 の違 い
・パ ーソナルスペースのとり方
患者間の関係 4 ・自己主張の強さの違い
i 日本の風習 1 ・臍帯を桐の箱に入れて渡したが嫌がられた
8
i 医療者と患者の関係 1




























カテゴリ 件数 問題 ・状 況
・面会の時間が守られない:仕事時間、家族の都合、文化の違いから理
解が困難、生活習慣の違い(夜型の生活)




・一度 に多人数で面会 。面会 人が 多い(インド・ブラジル)
多い 34 ・仲間意識が強 い(アジア系 ・タイなど)。仲 間が 多く集まる場所になる
・病室でパーティーをすることもあり、他患者への迷惑となる
面会者の
人数 ・出稼ぎなどの滞在のため、面会人がなく、精神的フォローが大 変(寂 し
少ない 5 さを訴えられない)・遠方にいる友達に連絡方法がつきにくい
臭い 11








































件数 問題 ・状況 対応
・祈 り(声を出してお祈 り)、 ・カーテンを閉めてもらう







i 件数 問題 ・状況 対応
W ・皮膚色の違 いで、創部の発赤、顔色など分りにくい、
i ・碧眼のため 、蛍光 灯は眩しいとの訴 え、 ・遮 光生理的問題 3
・体が大きくベッドが小さい、ベッド周 囲が狭いなど






など、差 別意識を本人 ・家族 にもたれた
・腹部切開が外国では横切開、日本では縦が多い ・お互い説明 し、納得がいってか
治療の違い 2 ・治療方針、治療期間の異なる点が理解されないなど らの手術 態





その他 14 を大切にしないのかと疑問をもった O
・ホームシックにかかって泣 いた 言 0
 0

・他の患者の日本語の会話が気になり、個室を希望した 口
